
  ●学校教育目標 

  笑顔と「ありがとう」があふれる学校 

● こんな児童にしたい 

◆ 思いや考えを表現する子 

◆ 自分や友だちを大切にする子 

◆ あきらめないでがんばる子  

 香南市教育ＤＸ推進事業 授業公開 

９月３０日、野市小学校で、公開授業研究会を開催しました。当日は、他校からの参加もあり、 

３年１組が理科「ものの重さ」の授業を公開しました。これからの時代を生き抜く子どもたちが、 

「自己の学びを調整しながら主体的に学び、各教科等で求められる資質・能力（生きる力）を身 

に付けるための授業づくり」を目指し、授業者を中心に、試行錯誤しながら当日まで授業づく 

りを行ってきました。公開授業では、「形を変えるとものの重さは変わるのか？」という問いに

対し、予想を立て、グループで実験を進めました。実験授業においてスプレッドシートを活用し、

リアルタイムで結果を入力、共有、比較することは、「学習効果の向上」「協働性の高まり」「授業

運営の効率化」といった観点から、大きなメリットがありました。各グループの実験結果をリア

ルタイムで共有したり、結果を比べたりすることで、自然と対話や疑問が生まれます。このよう

なＩＣＴを効果的に活用した授業実践を積み重ね、今後も教職員一同、授業改善を進めていきま

す。 

深まる秋、1冊の本から広がる豊かな世界 

秋と言えば「スポーツの秋」「読書の秋」「芸術の秋」などたくさんの言葉がありますが、ぜひ、ご家庭でも大切にしていただ

きたいのが、「読書の秋」です。読書には、子どもたちの言葉の力を伸ばすだけでなく、目に見えない大切な力を育むたくさん

の魅力があります。 

 

 その１ 「想像力と共感力を育む」 

   文章から場面や登場人物の表情・情景を思い描くことで、豊かな想像力            

がひろがります。 

 その２ 「問いを立て、考える深さを育む」 

   本の中で未知の世界や新しい考え方に出合うことは、「なぜだろう？」 

 「もっと知りたい！」という探究心の芽になります。 

 本は、子どもたちがまだ見ぬ世界を旅をし、多様な生き方や感情にふれることができる「心の栄養」になります。ご家庭でも、

テレビやスマートフォン、ゲームを少しお休みして、親子で好きな本を開く「家読（うちどく）」の時間をとってみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

野市小校長室便り 第６号 Ｒ８．１０．１３ 

文責： 江口 千穂 

☆香南支部小学校水泳記録会通信大会 

【５年】 女子 50ｍ平泳ぎ：1位 Hさん、2位 Aさん 

     男子 50ｍ平泳ぎ：１位 Aさん、2位 Kさん 

     女子 １００ｍ平泳ぎ：２位 Nさん、3位 Tさん 

     男子 １００ｍ平泳ぎ：2位 Tさん、3位 Sさん 

【６年】 女子 100ｍ平泳ぎ：１位 Aさん  男子 100ｍ平泳ぎ：１位 Kさん 

【リレー】２００ｍ女子リレー：１位 Nさん、Aさん、Hさん、Aさん 

２００ｍ男子リレー：２位 Tさん、Kさん、Nさん、Kさん 

【子ども達の活動の紹介】 

 

☆子ども達のがんばりで

紹介できることがありま

したら、担任を通じて校

長にお知らせください。 

 


